旗本 移転 後の 始末 



勝 海^ 



然 らば 明年に な つ て糧米 馬秣は 如何にし たかと 問 ふた 

ら、 答へ るに は 十万の 兵が 来た 為に 来 は 却って 安くな 

つた。 これ は 去年から 皆の 人が 沢山 貯 へて 置いた から 

だ。 且つ又 上様 (家 康) の 御 仕 合に は、 沼津の 海岸 は 

常に 浪が 荒く つて、 糧来 など を 大船から 陸揚げす る こ 

と はむ づ かしい のに、 この 当時に は 丁度 天気が よくつ 

て浪も 穏やかであった 為に、 他国から も 糧米を 容易に 

輸入す る ことが 出来た からだ。 それからと いふ もの は、 

此 地方で は 風波の 平穏な の を、 「上様 日和」 と 称する と 

答えた。 古人の 意 を用ゐ たの は 昔 はこの 通り だ。 さて、 

彼の 八 万人 を静 岡へ 移してから、 三 四日 経つ と 沢庵漬 
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